
 

  

 
２階 末廣  The 2 floor  Suehirogari 

 

狂言の曲 「末廣」のあらすじ 

主人から、末廣（扇）を都に行き買ってくるよう命じられた太郎冠者は、急いで都に向かう。 

しかし、末廣というものが何か、主人に聞きそびれてしまった。主人の好みは分かるのだが・・・ 

そこで太郎は「末廣買おう、末廣買いす」と、大声で呼びかける。通りがかった騙り者が、「自分は末広がり屋だ」と

古傘を太郎に売りつける。太郎は、念のため主人の好みを言うと、騙り者はそれに答え、大金をせしめ古傘を売ってし

まう。騙り者は、太郎に主人の機嫌の悪い時に囃せ（はやせ）と囃子物（はやしもの）を教える。 

家に戻った太郎は、いい末廣を買ったと古傘を主人に見せる。あきれる主人に、主人の好みにも合っていると太郎は、

説明する。怒った主人の前で、太郎はすっぱに教えられた囃子物を思い出し、拍子よく謡い、舞いだす。それにつられ、

主人は機嫌を戻した。 

 
＊上記と同じく「大名狂言」のなかでも、「果報者物」という区分に入る。 

 末廣（扇）は、先にいくほど広がることから、昔からおめでたいものとされており、 

「寶の槌」「末廣」どちらとも、新年や祝賀の会でよく上映されている。 

 

非日常を味わっていただきたく 2 階は、上下３６０°に広がる正八面体スピーカーを設置し、 

音を楽しめる設えです。（テレビはありません。1 階図書室で） 

床の間、お風呂、トイレは広めにとりゆったりお過ごしいただくことができます。 

 

公式サイト https://www.listude.jp/ 

※詳細は別紙にてご覧下さい。 
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